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今日から２学期がスタートしました 
今日から２学期がスタートしました。始業式では、校長式辞の他、前期代表：星愛琉さん、中期代表：

水野友仁さん、後期代表：石井もえさんが「夏休みの反省と２学期のめあて」を堂々と発表してくれまし
た。校長式辞は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
稲田学園だより ＮＯ．１２ 

平成３０年８月２７日 

発行人 校長 八木沼孝夫 

教育目標 やさしく かしこく たくましく 未来を拓く 稲田の子 
【めざす子ども像】 

○思いやりがあり、きまりを守る子ども 
○夢や目標をもって、自ら学び続ける子ども 
○心と体がたくましく、最後までがんばる子ども           学園マスコット 

○ふるさとを愛し、社会や未来を拓く子ども               “いなっ子” 

Home (ホーム) 
 

皆さんおはようございます。 
３７日間の夏休みはどうでしたか？長い長いと思っていた夏休みも今振り 

返るとあっという間に終わってしまいましたね。この夏休み期間中、大きな 
事故やケガ、トラブルもなく、久しぶりに元気な皆さんの顔を見ながら、こ 
うやって始業式を迎えられることができて、校長先生はとってもうれしいです。 
この夏休み中の出来事で、校長先生が感動したこと・うれしかったことは、 

皆さんもテレビのニュースなどで知っていると思いますが、山口県周防大島 
で２歳の男の子が行方不明になって３日目に無事発見されたニュースです。 
たった２歳になったばかりの子どもが３日間山の中を迷子になっても生き延 
びていたこと、その男の子を災害ボランティアの男性が見つけたことはまさに奇跡だと思いました。こ
の災害ボランティアの尾畠春夫さんも話題となりましたが、困っている人を助けたいと被災した全国各
地でボランティア活動を行っている行動力にも感動しました。どうかみなさんも尾畠さんのように、人
のために自分ができることを率先して行うということを、見習ってほしいと思います。 
 その他の出来事では、私たちの稲田学園の皆さんの活躍です。音楽部の吹奏楽コンクール県大会出場、
そしてＴＢＣこども音楽コンクール東北大会出場権獲得、次に橋本真佳くんのオーストラリアでの海外
研修、そして小川友己くんの全国大会出場、第１４位入賞の大健闘、最後に特設合唱部の地区音楽祭合
唱の部出場など、多くの稲田学園生の活躍が見られました。皆さんの活躍は、稲田学園のみなさんや先
生方に勇気を与えてくれるとともに、稲田地区の皆さんにも明るいニュースを提供してくれました。こ
れからも、いろいろな面で活躍できるようがんばりましょう。 
 今日から２学期が始まりました。２学期は一年の中で一番長い学期で一 
番成長する学期でもあります。夏休みの生活から気持ちを切り替えて、学 
校の生活リズムに戻しましょう。まだまだ暑い日が続くと思いますが、自 
分の健康管理には十分気をつけて下さい。 
次にこの２学期がんばってほしいことを２つお話します。 
１つ目は、今年取り組んでいる「いなだっ子マナーアップ作戦」を続け 
てがんばりましょう。もう一度確認します。 
① 「いなだあいさつ」をしよう 
② 「くん」「さん」をつけて仲良くしよう 
③ 自分たちの「学園」をいつまでもきれいにしよう 

特に、「いなだあいさつ」と「くんさんづけで仲良く」ができれば、この稲田学園では「いじめ」がな
い学校になるはずです。みんなの力で「いじめ」をなくしていきましょう。 
２つ目は、２学期は大きな行事やイベントが盛りだくさんですが、何事にもチャレンジ精神を持って

がんばりましょう。特に、４年生の地区合奏祭、５・６年生の地区陸上競技交流大会、７・８年生は学 
習旅行・中体連新人大会、９年生は松明あかしに受験勉強などです。さらに
は何といっても１年生から９年生まで全員で頑張らなければいけないのが
「秋華祭」です。これらの行事やイベントを通して、皆さんが大きく成長し、
学級や学年の団結力が高まることを期待しています。 
最後に、事件や事故・ケガもなく、毎日皆さんが明るく楽しい学校生活を

送り、皆さんの笑顔が輝く稲田学園になることを期待して、２学期始業式の
式辞とします。 

http://www.sukagawa.gr.fks.ed.jp/?page_id=202


夏休みの稲田学園生の活躍 

今年の夏休み期間中に多くの大会やコンクールが行われましたが、稲田学園の子どもたちは、これまで
の練習の成果を発揮してがんばりました。主なものを紹介します。 

◎ 第３８回須賀川市内小学校水泳交歓会 
 ・男子１００ｍ自由形 第３位 橋本 真佳 

 ・女子 ５０ｍ平泳ぎ 第４位 岩崎江里子 

 ・女子１００ｍ自由形 第５位 大河原佑衣 

 ・女子１００ｍ自由形 第６位 野地 桜綾 

 ・男子２００ｍリレー 第６位 橋本真佳・関根京介 

田村大夢・常松凛 

 ・女子２００ｍリレー 第６位 大河原佑衣・野地桜綾 

岩崎江里子・大賀彩姫 

 ・女子 ５０ｍ背泳ぎ 第８位 熊田 ゆり 

◎ 第３４回全国小学生陸上競技交流大会（日清食品カップ） 
 ・男子ジャベリックボール投げ 第１４位 小川 友己 

◎ 第５６回福島県吹奏楽コンクール 
 ・中学校小編成の部 銀賞 音楽部 

◎ 第１５回須賀川市少年の主張大会 
 ・優良賞 角 昇真 

◎ ２０１８ Ｂ－１チャレンジ選手権大会（バドミントン） 
 ・女子シングルス３部 優勝 小抜明愛 

 ・女子ダブルス３部 第３位 佐藤陽菜・柳沼美蕾 

◎ ＴＢＣ・ＴＵＦこども音楽コンクール 
 ・中学校管楽合奏の部 優秀賞 音楽部（東北大会出場） 

◎ 平成３０年岩瀬地区小中学校音楽祭（合唱） 
 ・銀賞 特設合唱部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域とともにある学校づくり」を目指して地域運営協議会開催 

７月２４日（火）、稲田学園

として初めての地域運営協議

会を開催いたしました。昨年

度までの小中一貫教育運営協

議会の組織から一新し、今年

度は、行政区長会、学校評議

員、ＰＴＡ関係、幼稚園保護

者、商工会、学識経験者の方々

から１４名の委員で構成され

ています。会でははじめに校

長より委嘱状を交付いたしま 

した。その後、１学期中の学校運営に関する説明や、学校評価に関するアンケート結果の説明等を行い、

委員の皆さまから今後の学校運営に関して忌憚のないご意見・ご提言をいただきました。 

稲田学園は、地域の方々と連携を密にしながら、「地域とともにある学校づくり」を行ってまいりますの

で、よろしくお願いします。次回の地域運営協議会は１２月に予定しています。 

市内小学校水泳交歓会 

小川友己くん全国１４位入賞 

少年の主張大会での表彰 県吹奏楽コンクールでの音楽部 地区音楽祭での特設合唱部 

委員への委嘱状交付 校長より学校経営方針の説明 


